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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 了德寺大学 
設置者名 学校法人 了德寺大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

健康科学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信 

53 

52 65 170 13 0 

整復医療・ﾄﾚｰﾅｰ

学科 

夜 ・

通信 
88 117 258 13 0 

看護学科 
夜 ・

通信 
50 114 217 

 

13 

 

0 

  
夜 ・

通信 
     

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

大学ＨＰ http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-412.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 了德寺大学 
設置者名 学校法人 了德寺大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ＨＰhttp://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/rijimeibo_201906.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤  弁護士(現職)  

2019 年 5 月

15 日～2021

年 5月 14日

  

コンプライアンス

推進担当 

非常勤 
公益財団法人職員 

(現職) 

2017 年 12

月 5 日 ～

2019 年 12

月 4日 

コンプライアンス

推進担当 

非常勤 高等学校教員(現職) 

2017 年 12

月 5 日 ～

2019 年 12

月 4日 

教育の質保障担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 了德寺大学 

設置者名 学校法人 了德寺大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

学部および学科のディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、

卒業認定基準を設定し、それに基づいた授業科目を開講している。 

授業科目については、総合学習目標を掲げ、それを落とし込む形で、個別学

習目標を設定している。授業計画では、1 回目から最終回までの計画を明記

している。 

また、授業に使う、テキスト、参考文献の紹介を行い、授業における評価方

法については、試験・出席の配分について明記し、学生に評価方法を公表を

している。これらは、授業を担当する各教員がシラバスを作成し、大学ホー

ムページからいつでも閲覧できるようになっている。 

授業計画書の公表方法 

大学

HPhttp://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/d

pinfo-232.pdf  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

本学の単位認定の基準として、「了德寺大学履修規定」を定め、試験、レポー

ト、実技、実習等により、適正な評価を行い、単位を認定している。 

これらの単位認定の基準は、『学生便覧・履修の手引き』に明記し、学生に周

知している。また、各科目での試験実施の方法については、大学 HP上で閲覧

できる WEBシラバスに明記し、学生に周知している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

客観的に、一定期間の履修および学習状況をより明確に把握するためにＧＰ

Ａ制度を利用している。基準を以下の表のとおりに設定し、学期ごとの成績

については、学生本人・および保護者へ連絡している。 
 

判定 合格 不合格 

 

成績 

90点以上

100点未満 

80点以上

90点未満 

70点以上 80

点未満 

60点以上 70

点未満 
60点未満 

成績評価 秀 優 良 可 不可 

 

グレードポイント 
４ ３ ２ １ ０ 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学

HPhttp://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/d

pinfo-3412.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

①各学科において、学生支援課が作成した単位認定資料を基に、4 年次生の

単位修得状況および卒業試験の結果を確認する。 

②①において、確認した結果をもとに学長が卒業を認定する。 

③学長は、認定結果を教授会に報告する。 

④教授会で承認されたのちに公表する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学

HPhttp://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/d

pinfo-342.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 了德寺大学 

設置者名 学校法人 了德寺大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-410.pdf 
収支計算書又は

損益計算書 http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-410.pdf 

財産目録 http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-410.pdf 

事業報告書 http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-409.pdf 
監事による監査

報告（書） http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-410.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/h30hyouka.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 健康科学部 

教育研究上の目的（公表方法 http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/linen2.php）  

（概要） 

了德寺大学は、保健医療に関する知識と専門の学術を教授研究するとともに、

日本の伝統文化・芸術や人間の本質を探究することにより、総合的な教養を

身につけた高度で資質の高い医療専門職の人材を育成し、もって我が国の保

険医療の向上と福祉の増進に寄与することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-342.pdf）  

（概要） 

了德寺大学健康科学部は、次の能力・態度を身につけ、卒業に必要な所定の

単位を修得した学生に卒業を認定し、学位を授与する。 

１、日本の和の心と豊かな感性を持ち、相手の立場に立った思いやりを備え、

他の人たちと相互に支え合うことができる。 

２、他者を尊重することができ、異なる文化、価値観の多様性を受け入れる

ことができる。 

３、健康を回復する手助けとして、健康レベルに応じて必要な知識・技術を

用い、的確な医療の実践ができ、医療専門職として社会で貢献できる。 

４、医療職としての知識や技術の向上を目指し、研鑽を続けることができる。 

５、質の高い医療の実践のため、他の専門職との連携に配慮し、チーム医療

の一員として力を発揮できる。 

６、地域の医療の諸課題とその背景を理解し、地域医療に貢献することがで

きる。 

 
教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-343.pdf） 

（概要） 

了德寺大学健康科学部は、ディプロマ・ポリシーに示した能力・態度を身に

つけるため、以下の方針で教育課程を編成し、実施する。 

１、開学理念・教育理念に示した、和の心と豊かな感性を持った医療人とし

ての人間性を磨くための教養教育科目を、三年次まで配置したカリキュラム

とする。 

２、健康レベルに応じた的確な医療を実践することを可能とするため、基礎・

臨床医学科目、専門基礎科目を系統的に配し、専門職医療人としての基礎力

を確実なものとするカリキュラムとする。 

３、高度な専門職医療人となるための専門科目を、低学年の講義から高学年

の実習に至るまで全学年に効果的に配置する。 

４、カリキュラムを構成する各科目の授業には、シラバスに明示したそれぞ

れの目標を達成するために最も適した、講義、演習、実習などの授業形態を

取り入れている。 

５、学修の評価方法はシラバスに明示し、定期試験、レポート、小テスト、



  

実習評価等からそれぞれの科目の修得目標に応じた適切な方法で評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-321.pdf）  

（概要） 

了德寺大学の開学理念、教育理念を踏まえて、ディプロマ・ポリシーに示し

た人材を育てることを目標にしている。その目標を達成するために、学力の

三要素を含めた次のような学生を求めている。 

１、感性が豊かで多様性を尊重し、他者とコミュニケーションをとることが

できる人。 

２、入学後の医療人となるための学習に必要な知識、思考力などの基礎学力

を有し、主体性を持って学ぼうとする意欲のある人。 

３、医療の分野に興味を持ち、貢献したいという意欲を持っている人。 

４、向上心を持ち、継続的に自己を高める努力ができる人。 

入学者選抜のために、総合型選抜、学校推薦型選抜、一般選抜等、多様な方

式を採用している。選抜のための評価には、書類審査(調査書、推薦書等）、

学力試験、面接等を組み合わせて総合的に評価している。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/files/dpinfo-112.pdf 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

健康科学部 － 29人 16人 16人 12人 7人 80人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

１人 71人 72人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/about/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

健康科学部 240人 299人 125％ 960人 1140人 119％ 人 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 240人 299人 125％ 960人 1140人 119％ 人 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
262人 

（100％） 

9人 

（ 3.4％） 

251人 

（ 95.8％） 

2人 

（  0.8％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
262人 

（100％） 

9人 

（  3.4％） 

251人 

（  95.8％） 

2人 

（  0.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

大学院・病院 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

ｗｅｂシラバスにおいて、担当者、開講時期、単位数、授業科目の授業方法、授業回毎の内容、

評価方法、教科書、参考資料を明記 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学生便覧・履修手引きに明記 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

健康科学部 

理学療法 128単位 有 44単位 

整復医療・ 

トレーナー 
128単位 有 50単位 

看護 128単位 有 44単位 

  単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/campuslife/setsubi.php 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

健康科学

部 

理学療法 80万円 20万円 80万円  

整復医

療・トレー

ナー 

80万円 20万円 80万円  

看護 80万円 20万円 80万円  

  円 円 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

・教員によりアドバイザー（担任）制度の設置 

・各種奨学金制度 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・キャリア支援室の設置 

・キャリア支援プログラム（各種セミナー、就職説明会等）の開催 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・保健室の設置 

・健康相談 

・スクールカウンセリング室の設置 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://www.ryotokuji-u.ac.jp/ 
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